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研究成果の概要（和文）：近代山陰地域における漢詩文学と地域政治史の研究を、中国文学と日本史学の学際的
共同研究として進めることにより、①漢詩及び 漢詩結社が形成する人的ネットワークが、一方では山陰地域に
全国的にも有力な漢詩結社である剪淞吟社を生み出すとともに、②他方では克堂若槻礼次郎ら、中国宋代の士大
夫層にも比定される官僚出身政治家をめぐる文化教養環境となることによって、③政治的立場の違いを超えた人
的文化的交流関係を形成していることを実証的に明らかにする。

研究成果の概要（英文）：By the study of Chinese poetry literature and regional political history in 
the modern San-in region, we have revealed that (1) the human network formed by Chinese poetry and 
Chinese poetry associations gave rise to Senshoginsha, which is one of the most influential Chinese 
poetry societies in japan, and(2) this human network made the cultural and educational environment 
surrounding bureaucrat politicians such as Wakatsuki Reijiro, which can be compared to the courtier 
class of the Sung dynasty in China,and(3)formed a human cultural exchange relationship that 
transcended differences in political positions.

研究分野： 中国文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
全国的にも有力な漢詩結社であった剪淞吟社の存する山陰地域を対象として、地域の文化教養環境の中で漢詩・
漢学が占める位置を、文学と歴史学の学際的研究によって実証的に明らかにした。渡部寛一郎ら同社の漢詩人
と、渡部に学んで多くの漢詩を詠んだ松江出身の総理大臣・克堂若槻礼次郎ら官僚出身政治家等が形成した地域
の文化教養環境の実態と変化等を紹介し、政党政治期の人々の文化教養実態に占める漢詩の位置を究明した。忘
れられかけた彼らの活動を顕彰して、世に知らしめることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1. 研究開始当初の背景 
近年、幕末明治以後の日本の近代化過程における漢学・漢詩文学の貢献について、中国文

学に おける斎藤希史(『漢文脈と近代日本』2014 年ほか)、日本史学における宮地正人(「一
九世紀在村 の儒者・漢学者達を考える」『島根史学会会報』(53)2015 年ほか)などにより再
評価が進められている。儒教的合理性を身につけた知識人は、官界や教育・思想界で活躍し、
江戸時代をはるかに凌駕するような漢詩文を創作・発表した。その結果、口語文学が勃興す
るまでの間、近代漢詩文は和文を圧倒するまでの盛行を見たことが共通理解になってきて
いるのである。 一方、中国では、近年日本漢詩の研究がブームとなっており、『全日本漢詩』
の編纂も計画されている。しかし、日本ではこうした基礎的な文献の収集・整理は遅れてお
り、とりわけ地方の漢詩資料の整理等の基本的な作業はほとんど着手すらされていない状
況である。 
 

2.研究の目的 
本研究は、近代日本における漢詩・漢学の再評価という近年の学界潮流にもかかわらず、

なお研究が手薄な地方の実態を究明することを目的とする。その際、有力な漢詩結社であっ
た剪淞吟社の存する山陰地域を対象とし、同社同人の漢詩人と、同じく漢詩文化の担い手で
あった官僚出身政治家の文化教養環境との関係を、文学と歴史学の学際的研究によって実
証的に解明する。具体的には、剪松吟社第二代社長の渡部寛一郎と、渡部を漢詩・漢学の師
と仰ぎ自身の後援会である克堂会会長に迎えた官僚出身政治家若槻礼次郎の「漢詩を媒介
とする関係」の実証的分析を基礎に、山陰地域で形成された漢詩人ネットワークとその文学
活動・政治活動の関連を究明する。 
本研究は、近代日本漢詩の研究としては、近年の研究潮流に棹さすものであるが、そこで

は地方における近代漢詩文化の実証的研究がなお少ないという研究状況に鑑み、入谷仙介
博士がその全容を解明した剪淞吟社の本拠地である松江と山陰地域を対象とした研究をさ
らに推進することを試みるものである。また、従来の近代政治史研究が、政党政治史に偏し
ているとともに、政治文化や政治家ことに官僚出身の政治家が生み出される文化教養環境
の研究に乏しいことに鑑み、漢詩文学の担い手という観点から、官僚出身政治家を再評価し、
その文化的事績を明らかにすることを試みるものである。 
 

3. 研究の方法 
 第一に、剪淞吟社関係の漢詩作品を島根県内外での調査により再確認するとともに、若槻
礼次郎の漢詩作品など基礎的資料を調査・収集することにより、研究の資料的基盤を確立す
る。 第二に、「近代山陰の漢詩作品データベース」の構築、「渡部寛一郎文書」の全点撮影
と「渡部寛一郎文書目録」の作成、「渡部寛一郎日記」「若槻礼次郎書簡・漢詩作品」の翻刻・
発表などにより、収集資料を研究組織で共有するとともに、これを公開する。第三に、研究
の手薄な石見地域政治史史料の調査・分析を行い、松江地域と比較する。以上の研究を、「漢
詩研究班」「政党政治史研究班」それぞれで遂行するとともに、定例の合同研究会による共
同研究で成果を共有し、漢詩文化と政党政治の関係を究明する。 
例会は、月一回。コロナ後は、Zoom で開いた。渡部寛一郎日記の翻刻に向けて、主にこの

例会で、解読を進め、原稿まとめや校正を経て、『山陰研究』誌上等に発表する。また、年
表、登場人物の簡単な履歴、社会背景等を注釈の形で、別個同誌上に発表する。若槻礼次郎
や山陰漢詩人の漢詩集を、学生アルバイト等を用いて、データベース化し、人名索引等を付
した、翻刻をまとめる。 
 

4. 研究成果  
(1) 渡部寛一郎文書中、本研究の史料的基盤となる「渡部寛一郎日記」を順次翻刻し刊行し
た。 
渡部寛一郎文書は、渡部寛一郎日記、剪淞吟社に結集する人々の漢詩と関連文書、若槻礼

次郎ほかの渡部寛一郎宛書簡、私立中学校修道館など渡部寛一郎が関わった教育関係文書
などで構成されている。中国文学・歴史学などの学際的研究によってこれらの諸文書を解
読・分析し、近代日本の漢詩文学と政治文化の関連を山陰地域に即して実証的に追究した。 
明治期に、彼が校長を務めた修道館中学の経営のために、主に東京で活動する様子が克明

に記され、主に教育関係で、東京・東北・松江さらには松江で活動する様子が記されている。
その間、各地の教育関係者はもちろん、若槻礼次郎を含む政治家・官僚との交流が示された。
地方と中央との政治的人間関係形成を解明する一端となるであろう。 
 
(2)松江市に本拠をおく漢詩結社・剪松吟社の創立と展開を検討し、初期には知事・郡長等
の地方官僚が、中等学校教員・弁護士等とともに重要な構成員であったことを確認した。ま
た、政党関係では、憲政会関係者、憲政会系新聞「松陽新報」が剪松吟社と密接に関係して
いることを明らかにした。 
 剪淞吟社関係はもとより、若槻礼次郎の漢詩遺稿整理を通じて、まずは、漢詩人と官僚の
交流関係が把握できるようになった。直接政治を論じた詩文も多数集められ、これらは今ま
で知られていなかった資料である。政党政治、軍部との関係、地方政治との関係の研究展開



が大いに期待される材料を学界に提供することができそうである。 
 
(3) 若槻礼次郎とその漢詩・漢文の師である渡部寛一郎の信頼関係の基盤に漢詩があるこ
とを、「渡部寛一郎日記」および若槻礼次郎発渡部寛一郎宛書簡とそこに書かれた漢詩をも
とに明らかにした。 
 
(4) 島根県における政党政治期の地域政治の展開過程を、各種選挙結果、若槻礼次郎を擁す
る憲政会の活動に焦点を当てて明らかにした。また、島根県における政党政治期(大正デモ
クラシー期)の地域政治の動向の研究史上の位置を確認するため、政党政治展開の歴史的前
提となる自由民権運動期の松江と東京との関係を、松江出身の民権家である高橋基一の活
動と思想に即して明らかにした。  
 
(5)要木は、剪淞吟社が設立されるより前の、主に明治初期山陰漢詩文の復刻、翻訳を次々
に世に問うた。そのうち、訳注「出雲名勝摘要」及び訳注「風月小誌」は島根県でも忘れら
れていた漢詩人さらには歌人、俳人を顕彰している。 
 
(6)この十年間の科研の成果として、報告書をまとめた。新規の論文も掲載して、関係機関
に配布した。以下、この報告書に寄せた要木の前書き部分を引用することによって、本報告
書の内容及び本科研の成果を示すことにしたい。 
 
 はじめに 
 島根大学山陰研究センターのプロジェクトとして、この十年、島根県の教育家であり、若
槻礼次郎後援会会長であった渡部寛一郎の日記を読み続けている。憲政史上の若槻礼次郎
の偉大さはいうまでもないが、その特に島根県における具体的な政治活動、漢詩等の文化活
動についてはあまり知られていない。渡部寛一郎文書の公開によって、はじめて、諸状況を
理解することができたのである。この点について、まず、文書所蔵者原洋二氏のご厚意に感
謝申し上げたい。 
 そして、竹永三男島根大学名誉教授によって、渡部寛一郎研究会が結成された。一人一人
のお名前は記さないが、多くの会員によって、撮影や読解が進められている。私は専門外で
あったが、途中から呼ばれ、例会の主催など、主に事務的な仕事を仰せつかった。このあた
りの経緯は、本報告書所収の竹永氏の文章をご覧頂きたい。 
 幸い、科研費の助成を二度にわたって受けた。その成果として、本報告書が出版できた。
私は形式的に代表を務めたに過ぎず、心苦しい限りであったが、この報告書によって、少し
でも会員の努力に報い、さらに若槻礼次郎、渡部寛一郎の業績の顕彰ができたら幸いである。 
本報告書には、竹永三男島根大学名誉教授、大原俊二山陰研究センター客員研究員、杉谷直
哉山陰研究センター客員研究員の三氏に、稿を寄せていただいた。竹永論文では渡部寛一郎
文書の全貌とその注目すべき資料価値が具体的に紹介されている。大原論文では、若槻礼次
郎も加わった明治以降の山陰漢詩壇の状況が把握できる。各詩人の事跡や人となりは、一般
に言及されることはほとんどなく、本論文によってしかわからない事実がある。杉谷論文は、
氏のライフワークである政党政治の地方における展開研究の原点となった渡部寛一郎文書
の意義について原文を引用して詳細に説明している。 
 これらの論文以外に、山陰研究センター紀要に連載した渡部寛一郎日記や若槻礼次郎書
簡をこの機会に資料集としてまとめた。この中で特筆すべきは、大國由美子山陰研究センタ
ー客員研究員による、渡部寛一郎日記の詳細な注である。群書を渉猟した大変な労作で、今
後、歴史以外の諸分野でも利用されるに違いない。 
 本報告書は、会員諸氏以外にも、多くの人のご助力によって成立している。ここに感謝を
申し上げる。 
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